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私の元気の秘訣は…

コ　レ　ッ　！
毎年９月、紫式部では「元気な高齢者に元気の秘訣を聞く」

特集をしています。今年で７年目。今回も３人の方に登場
していただきました。

▲山本陽一さん

合気道は、無理
なく楽しく、若い
方達と体を動かし
て…

▲大崎由良さん

▲斎藤恒郎さん

高齢者の居場所
をつくって、参加
者と楽しく。

梅干し、らっ
き ょ う 漬、 梅
酒…、

発 酵 食 品 は
ナマジの薬よ
り薬効あり？
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❷
く
ら
し
コ
ー
プ
で
は
車
は
使

え
ず
、
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
屋

内
清
掃
、
通
院
付
添
い
、
ビ

ル
共
用
部
掃
除
等
に
入
っ
て

い
る
。

　

他
に
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
。

❸
元
気
如
何
の
特
に
意
識
は
し

な
い
が
、
一
例
「
歴
史
講
演

会
」
参
加
等
、
目
的
を
こ
じ

付
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の

運
動
を
試
み
る
他
、
敢
え
て

言
え
ば
、
す
べ
き
事
「
呼
び

声
」
に
従
っ
て
為
す
の
み
、

と
い
う
習
慣
で
す
。

➍
母
の
延
命
手
術
の
是
非
に
つ

い
て
子
供
（
兄
姉
弟
）
で
会

う
前
に
、
肝
腎
の
本
人
の
意

思
確
認
を
し
な
か
っ
た
事
。

❺
梅
干
し
作
り
も
。
今
回
は
大

分
減
し
た
が
、
ら
っ
き
ょ
う

漬
け
、
梅
酒
等
手
作
り
発
酵

保
存
食
品
類
は
、
ナ
マ
ジ
の

薬
よ
り
も
〝
薬
効
″
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

❻
こ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
」

脅
威
要
因
も
絡
み
、
生
命
・

生
物
、
又
化
学
等
を
、
学
は

無
く
と
も
手
法
様
に
精
緻
に

元気の秘訣は…

楽しく！

外向き！

前向き！

当
っ
て
行
く
べ
き
と
言
う
、

理
由
は
何
処
か
ら
来
る
か
よ

く
分
ら
な
い
が
、
言
っ
て
見

れ
ば
「
胸
騒
ぎ
」
切
迫
感
の

様
な
も
の
が
あ
る
。

　

…
…
生
物
・
化
学
と
言
っ
て

も
…
（
こ
の
分
野
許
り
で
は

無
い
が)

、
人
が
勝
手
に
名

付
け
た
も
の
で
、
言
う
な
ら

ば
我
々
を
取
り
巻
く
天
地
造

化
の
神
々
の
業
の
世
界
と
言

え
る
。

❼
座
右
で
は
無
い
が
、
「
万

よ
ろ
ず

の

事
は
頼
る
べ
か
ら
ず
」
は
、

戒
め
に
な
る
。

今
の
僕
に
お
手
伝
い
で

き
る
事
、

な
ん
か
あ
ら
へ
ん
や
ろ

う
か
。

山
本
洋
一
さ
ん

（上
京
区
）

❶
１
９
５
５
年
５
月
１４
日
生
、

６７
歳
未
年
で
す
。

❷
公
益
社
団
法
人
京
都
府
視
覚

障
害
者
協
会
と
（
株
）
ぽ
り

に
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

に
登
録
し
同
行
援
護
従
事
者

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京

都
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活

支
援
員
も
務
め
て
お
り
、
く

ら
し
コ
ー
プ
さ
ん
で
は
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
買
い
物
支
払
い

支
援
や
ミ
ニ
引
っ
越
し
、
通

院
支
援
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

敢
え
て
言
え
ば
、

「
呼
び
声
」
に
従
っ
て
為

す
の
み
。

斎
藤
恒
郎�

さ
ん　

（
左
京
区
）

❶
１
９
４
４
（
昭
和
１９)

年
３

月
２
日
生
。
日
本
陸
軍
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
発
動
直
前
に
当

る
様
で
す
が
…
。

質問事項

❶生年月日？

❷どんな活動を？

❸元気の秘訣は？

➍今まで忘れられないことは？

❺ＭＹブームは？

❻これからしてみたいことは？

❼座右の銘は？
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で
い
ら
れ
る
か
毎
日
祈
る
気

持
ち
で
い
ま
す
。
朝
に
夕
に

生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

合
格
し
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
人
を
受
任
し
て
き

ま
し
た
。
家
裁
に
も
登
録
し

法
定
後
見
を
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
お
見
送
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

高
齢
者
の
居
場
所
つ
く
り

を
御
室
脳
活
性
化
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ス
リ
ー
Ａ
教
室
で
月
２

回
、　

１０
名
前
後
の
参
加
者

と
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

❸
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
腰
椎
圧
迫

骨
折
で
要
介
護
２
の
認
定
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

と
発
酵
食
品
を
食
べ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に

歯
科
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
。

➍
長
年
働
い
て
き
ま
し
た
。
専

門
的
な
勉
強
が
必
要
な
の
で

好
き
な
読
書
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
平
家
物
語
を
読
み

感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

大
き
な
字
で
書
か
れ
た
源
氏

物
語
が
あ
れ
ば
読
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

❺
夫　

８７
歳
。
い
つ
ま
で
元
気

❸
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

同
行
援
護
で
多
い
時
は
１
日

２
万
歩
以
上
歩
い
た
り
、
車

椅
子
を
３
時
間
以
上
押
し
た

り
、
あ
と
趣
味
の
養
神
館
合

気
道
無
限
塾
で
無
理
な
く
楽

し
く
若
い
方
達
と
技
を
掛
け

合
っ
た
り
し
て
体
を
動
か
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

➍
技
術
系
公
務
員
を
退
職
し
、

全
く
経
験
の
な
い
福
祉
の
資

格
数
種
類
取
得
し
、
実
際
に

資
格
を
利
用
し
た
業
務
に
従

事
し
、
健
常
者
目
線
か
ら
で

は
な
く
障
が
い
者
目
線
を
障

が
い
者
の
方
々
か
ら
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

人
生
の
視
野
が
広
が
っ
た
気

が
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

勉
強
中
で
す
が
。

❺
合
気
道
は
、
体
の
動
く
限

り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
の
道
場
に
は
８０
歳
超

え
の
先
輩
も
元
気
い
っ
ぱ
い

に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
方
の
年
齢
を
超
え

て
も
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

❻
市
民
後
見
人
に
登
録
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
研
修
受
講

資
格
を
得
る
た
め
、
受
講
申

し
込
み
と
受
講
可
能
か
否
か

の
判
断
の
た
め
の
作
文
を
先

日
提
出
し
ま
し
た
。
研
修
終

了
後
、
無
事
家
庭
裁
判
所
か

ら
市
民
後
見
人
に
指
名
さ
れ

ま
し
た
ら
高
齢
者
や
認
知
症

の
方
の
た
め
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

❼
「
生
者
必
滅
会
者
定
離
」

　

仏
教
の
教
え
で
す
が
、
こ
の

真
理
が
あ
る
か
ら
今
の
生
の

時
間
を
大
切
に
使
い
家
族
、

友
人
、
旧
知
知
人
と
ど
の
よ

う
に
接
す
る
か
、
こ
れ
か
ら

知
り
合
う
で
あ
ろ
う
人
達
と

の
出
会
い
に
期
待
が
持
て
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

生
涯
現
役
。

勉
強
も
、
仕
事
も
。

社
会
貢
献
も
。

大
崎
由
良�

さ
ん　

（右
京
区
）

❶
１
９
３
６
年
６
月
２６
日
生
、

８６
歳
。　

❷
看
護
師
資
格
、
社
会
福
祉
士

資
格
。

　
　

病
院
勤
務
の
後
看
護
学
校

勤
務
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研

究
会
に
入
り
ま
し
た
が
古
典

外
国
語
の
力
不
足
で
続
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
介
護

福
祉
士
専
門
学
校
で
教
職
に

つ
き
ま
し
た
が
福
祉
に
対
す

る
知
識
が
な
い
ま
ま
学
生
に

は
大
変
済
ま
な
い
思
い
に
駆

ら
れ
社
会
福
祉
の
勉
強
を
し

て
社
会
福
祉
の
国
家
試
験
に

本づくり手伝わせてください
～歌集、 文集、 自分史、 研究論文、 ……

印刷 ・出版支援クラブ

携帯 090 （9627） 6366 （吉田）

E メール　atomical@dream.com
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介護支援センター

紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービ

スを受けられるように、一緒

に考えてケアプラン（サービ

ス計画書）を作ります。地域

の人と住み慣れた家で生活で

きるように暮らし丸ごと支援

します。

訪問介護ゆず

「やっぱり家が一番ええ！」

そんな思いに応えます。経験

豊富なヘルパーが住み慣れた

家で毎日過ごせるようにお手

伝いします。みんなの笑顔が

一番！気持ちに寄りそって、

安心して暮らせるお手伝いを

します。

　　

森本照美

介護支援センター
紫野きらく庵 どこまでがハラスメントなんかなあ？

　ハラスメントとは、人に対する「嫌がらせ」

や「いじめ」などの迷惑行為を指します。 具

体的には、属性や人格に関する言動などによっ

て相手に不快感や不利益を与え、尊厳を傷つけ

ることです。

　○○ハラスメントは、モラハラ・セクハラ・

アルハラ・ジェンハラ等 38 種類以上あります。

パワハラ防止法は、パワーハラスメントの防

止を企業に義務付ける法律です。 この法律は、

パワハラの基準を法律で定めることにより、防

止措置を企業に義務化することを目的としたも

のです。 これまで明確な基準がなかったパワ

ハラについて、法律に明記することで、職場で

のハラスメント対策の強化を事業主に対して法

的に義務付けています。

　厚生労働省は、パワハラ防止法のスタート時

期を、大企業は 2020 年 6 月 1 日からとし、

中小企業は 2022 年 3 月 31 日までの努力義

務期間を設けたうえで、2022 年 4 月 1 日か

ら施行としています。

　職場におけるパワハラは、以下の 3 つの条

件が全てそろった場合とみなされています。

・優越的な関係を背景とした言動である

・業務上必要かつ相当な範囲を超えたものであ　　

　る

・労働者の就業環境が害されるものである

　ある方は、「職場で、必要な事をいつものよ

うにしていると、何かとパワハラ・ハラスメン

ト…色んな言葉に当てはめて言って来られて、

仕事がやりにくくなりました。」と言われてい

る。これって、「嫌がらせ」「いじめ」になって

いるのでは…と。こんな話、どこかで聞いたこ

とないですか？

　正しい言葉の使い方、人としての正しい判断

と行動が、必要かと思いました。

9 月の事業所だより

きらく庵
デイサービスセンター西陣

家庭的な雰囲気のデイです。

スタッフとワイワイにぎやかに

過ごすもよし、趣味に没頭する

もよし、のんびり過ごすもよ

し。機能訓練もしっかりやりま

すよ。みんながウキウキわくわ

くする楽しいデイサービスをめ

ざしています。
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NPO法人

くらしコープ
だより

初
期
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
顧
み
て

　

私
が
高
齢
者
協
同
組
合
で
働

き
出
し
、
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
剪
定

へ
と
進
ん
だ
の
は
水
口
さ
ん
た

ち
の
働
き
を
そ
ば
で
見
て
い
て

や
り
た
く
な
っ
た
か
ら
。
樹
木

医
さ
ん
か
ら
基
本
を
習
い
、
自

ら
専
門
書
を
買
っ
て
勉
強
し
な

が
ら
実
作
業
に
就
い
た
。

　

仕
事
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き

た
頃
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
組
織
を

知
り
、
市
役
所
に
教
え
を
請
い
、

法
務
局
へ
も
通
い
、
事
務
担
当

の
Ｍ
君
の
努
力
で
晴
れ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
成
っ
た
。

　

今
や
社
会
的
に
も
認
知
さ
れ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。
正
直
で
丁
寧
な
仕

事
を
心
掛
け
、
絶
え
ず
技
術
向

上
を
め
ざ
す
。
そ
こ
に
し
か
私

達
の
進
む
道
は
な
い
と
思
う
。

地
域
の
困
り
事
解
決
を
連
携
と

自
己
実
現
の
力
で
！
。

　

以
前
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
以
外
に

慈
善
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る

企
業
は
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、

社
会
貢
献
活
動
を
経
営
戦
略
に

組
み
込
む
と
こ
ろ
が
増
え
た
。　
　

　

く
ら
し
コ
ー
プ
の
生
活
支
援

活
動
を
通
じ
て
、
支
援
の
困
難

性
の
高
ま
り
を
強
く
感
じ
る
。

一
つ
の
組
織
で
課
題
解
決
に
取

り
組
む
に
は
壁
が
あ
る
。
将
来

的
に
は
、
地
域
の
企
業
、
組
織

と
連
携
を
し
て
、
継
続
的
に
進

め
ら
れ
る
と
良
い
。
そ
こ
で
は

自
己
実
現
の
た
め
に
、
シ
ニ
ア

世
代
の
社
会
的
経
験
、
知
識
、

根
性
、
志
を
共
に
分
か
ち
合
い

た
い
も
の
だ
。

悪
戦
苦
闘
、
乞
う
ご
期
待
。

　

７
月
１
日
か
ら
一
元
化
さ
れ

た
生
活
支
援
事
業
へ
の
対
応
、

ま
た
３
年
目
に
入
っ
て
居
住
の

範
囲
を
超
え
て
生
活
全
般
に
わ

た
る
相
談
が
増
え
て
き
た
居
住

支
援
事
業
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
お
片
付

け
や
剪
定
な
ど
生
活
支
援
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
ワ
ー
カ
ー

や
、
相
談
活
動
、
物
件
情
報
の

収
集
、
入
居
後
の
見
守
り
な
ど

居
住
支
援
に
参
画
さ
れ
る
ス

タ
ッ
フ
を
求
め
て
い
ま
す
！

　

大
谷
澄
さ
ん
、
石
澤
春
彦
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
理
事
は
降
り
ら

れ
ま
し
た
が
、
会
員
と
し
て
の
活
動

引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
ね
！

　　

昨
年
か
ら
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
職
は
、
生
活
困
窮
者
の
自

立
支
援
相
談
員
。
コ
ロ
ナ
禍
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
高
齢
者
の

相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
住

居
確
保
・
食
べ
物
入
手
困
難
、

生
活
費
が
底
を
つ
い
た
、
な
ど

切
羽
詰
ま
っ
た
方
々
で
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ら
し
コ
ー
プ
の
支

援
事
業
と
異
な
る
面
も
あ
り
ま

す
が
、
高
齢
者
等
の
生
き
が

い
、
地
域
福
祉
の
増
進
貢
献
と
、

根
っ
こ
は
同
じ
と
思
い
ま
す
。

　

前
職
で
の
想
い
・
経
験
を
活

か
し
事
業
が
発
展
す
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　

今
年
度
よ
り
生
協
組
合
員
の

仕
事
依
頼
も
組
織
一
本
化
に
な

生活支援・居住支援
事業専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日　１０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   福尾泰樹
                   福島広志   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
　
ご
相
談
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　 

ご
連
絡
下
さ
い
！

り
、
皆
様
の
お
仕
事
、
な
ん
に

で
も
こ
た
え
ら
れ
る
め
に
個
々

の
力
ア
ッ
プ
に
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

前
年
度
の
監
査
意
見
で
、
組

織
を
継
続
発
展
さ
せ
て
い
く
に

は
先
ず
は
ベ
ー
ス
で
あ
る
生
活

支
援
事
業
の
み
で
経
常
剰
余
が

出
せ
る
経
営
確
立
を
と
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
重
要
課
題
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
残
り
の
役
員
抱
負
は
次
号
に
▼

理事長

吉岡英二

理事

福島幸雄

副理事長

江尻茂朗

副理事長

福島広志

理事

木村光男

監事

倉田昭　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ

は
、
５
月
２３
日
に
通
常
総
会
を

開
催
し
、
新
し
い
役
員
を
選
任

し
ま
し
た
。
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よろず
　　相談
　　　コーナー
　　　　（第 2回）

どうしたものかとお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。早めの方が良いですよ。専門職（弁護士、

行政書士、社会福祉士）の組合員や、連携している専門職のグループが相談を受けています。

組合員の皆さんが利用できる事業を紹介します！　　　TEL�075-205-5512　

①エンディングノートを何とか完成したいが
遺言書にはなりませんが、家族などに自分の想い

を伝えるものとして貴重なものです。例えば、自分

のお葬式はこうしてほしいとか、亡くなったら、こ

の人に連絡してほしいとか。家族が知らなかったこ

とも、これで伝えることができます。一気に書こう

と思わず、１頁ずつを、気が変わることもあります

ので、鉛筆で。出来上がったら、家族にも見て頂き

ましょう。盛り上がりますよ、きっと。

②大切な生前の内の整理（不動産）
定年退職したらのんびり釣りでもしたいのでと、

海沿いの風光明媚な他都市に古民家を求めました。

ところが、神様は意地悪で、直後にがんが見つかり、

夫は闘病生活もむなしく、命を絶ってしまいました。

子どもさんがいない妻は、京都の自宅以外にこうし

た物件を相続することになるのですが、不動産の守

りは労力がいります。簡単には処分できませんし、

「負」動産を背負うことになります。

③大切な生前の内の整理（預貯金）
年金が入る口座、公共料金が引き落とされる口座、

子が中学生や高校生の時に学校への支払に用意した

口座、さらには大学生の時に仕送り用とした口座など

など、多くの口座を持っていませんか。現在使用され

ていない口座や、残高の少ない口座を解約してみませ

んか。相続が発生した場合、残高の多寡にかかわらず、

同じ手続きが必要になります。相続手続きを煩雑にし

ないためにも、整理して身軽にしてみませんか。

④大切な生前の内の整理（生命保険など）
死亡保険の契約の際に、受取人を決めていると思

います。例えば、長男を受取人にしたが、最近、二

男が職を失って生活が苦しくなって支援が必要に

なったとか、契約当時と状況に変化が発生した場合、

受取人を変更する方法が考えられます。また、勧め

られて国債を持っている方、利回りがよくないのに

持ち続けるのが良いか、解約して預貯金に入れてお

くのが良いか、再考してみませんか。

⑤本籍が点々と変わっている方の準備
相続が発生した場合、相続人が誰であるかを確認

するため、戸籍が必要になります。改製原戸籍（略

して「原戸」）と言いますが、生まれて亡くなるまで

の親子、兄弟、婚姻関係がわかるものです。甲さん

の亡夫は、Ａ市で生まれ、結婚してＢ市に転籍しま

すが、転勤族であったためか、転勤するたびにＣ市、

Ｄ市と本籍地を変えられました。同一市内で変えた

場合は、当該市役所で入手できますが、またがる場

合は、追いかけていきます（郵便で請求します）。残

された家族も正確に知らないということも珍しいこ

とではありません。エンディングノートに、「○年～

○年まで本籍地は××市×町×番地、、、」と記録して

おくか、生まれてから現在のものを取得しておくか、

準備が必要です。残された家族のためにも。

⑥お葬式のことをもっと知ってみませんか
くらしコープは、( 株 ) 公益社と提携し、組合員の

２親等までの親族が亡くなられた場合、「基本葬儀料

が１０％安く」利用できます。（８月号で既に紹介し

ました。）

ご担当が異動になられたため、ご挨拶も兼ねて、７

月２６日に１時間半ほど、お葬式のイロハについて勉

強をさせてもらいました。病院や施設で亡くなられ

た場合、ご自宅で親族に看取ってもらうことを希望さ

れるか、それとも葬儀社が用意した部屋でなのかに始

まって、決めて頂くことは少なくありません。「４～

５人ぐらいの参加者でキャッチボールしながらの方が

深めやすい」と、ご担当者はおっしゃって頂いていま

すので、話を聞いてみたい組合員さんは事務局に声を

かけてください。勉強会をセットしますよ～

最
近
の
相
談
事
例

か
ら
、
身
近
に
起
こ

り
が
ち
な
事
例
を
い

く
つ
か
拾
っ
て
み
ま

し
た
。
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「手話」クイズ

  ①③ ②

（回答15㌻）

◆
「
ひ
み
つ
」
の

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

立てた右手人差指
を口の左側から右
側へ動かす。

立てた右手人差指
を口にあてる。

伸ばした右手親指
と 4 指を閉じなが
ら鼻の下を右へ引
く。

　9 月の予定★カレンダー参照★

本部１階ホール

※毎月　第 1・第 3・第 5 木曜日

指
文
字

親指と人差し指を開い
て、平行に横に伸ばす。

「G」

手話 サークル

　　

ソ
リ
デ
ー
ル
事
業
は
、
京
都

府
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
京
都

市
域
で
進
め
て
い
る
ほ
か
、
京

田
辺
市
が
、
空
き
家
（
室
）
対

策
を
含
め
て
、
高
齢
者
と
若
者

が
助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
「
京
田
辺
ソ
リ
デ
ー
ル
」

事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
２３
日
（
土
）、
今
年
も
、

市
民
や
学
生
に
広
く
呼
び
か
け

よ
う
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
を

研
究
さ
れ
て
い
る
川
﨑
一
平
京

都
橘
大
学
助
教
の
講
演
と
、
京

都
市
内
で
共
同
生
活
を
送
っ
て

い
る
家
主
の
福
井
恵
子
さ
ん
、

京
都
大
学
院
生
の
西
脇
彩
央
さ

ん
、
立
命
館
大
学
の
市
川
菜
々

香
さ
ん
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介

す
る
「
ト
ー
ク
」
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
、

摂
南
大
学
の
男
子
学
生
や
、
高

齢
者
の
家
主
さ
ん
か
ら
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
が
、
奈
良
県
か

ら
大
和
郡
山
市
の
職
員
と
、
奈

良
高
専
の
職
員
４
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
お
聴
き
す
る
と
、

「
大
和
郡
山
市
に
は
、
他
都
市

か
ら
奈
良
高
専
に
進
学
さ
れ
る

学
生
さ
ん
用
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

少
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
高
齢

者
と
住
み
合
う
ソ
リ
デ
ー
ル
事

業
に
興
味
を
持
っ
た
。
」、
「
奈

良
に
も
こ
う
し
た
事
業
が
あ
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
」、「
今

日
の
話
を
お
聞
き
し
て
、
奈
良

ソ
リ
デ
ー
ル
と
し
て
、
京
都
や

京
田
辺
市
に
続
き
た
い
」
と
。

実
現
出
来
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

協
力
・
応
援
し
ま
す
よ
～

安心できる市民生活に向けて全力投球！
相続、遺言など暮らしの中での困りごと、

各種書類の作成などお気軽にご相談ください
福島行政書士事務所（京都市北区小山下初音長 24）

 TEL　075（494）0050
 FAX   075（494）0025   
  E-mail:shortstop0213@gmail.com
 月～金　午前９時半～午後５時半

京
都
の
ソ
リ
デ
ー
ル
事

業
を
奈
良
で
も
展
開
し

た
い
と
、
大
和
郡
山
市

か
ら
参
加

～
今
年
も
京
田
辺
市
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
～

https://kyotoelder.coop/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

で
き
ま
し
た

〇
御
寄
付
あ
り
が
と　

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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理事会
委員会
だより

第
回
理
事
会
報
告

　
　

（
７
月
19
日
）

▼
財
務
報
告

・
収
入
全
体

　

６
月
は
前
年
比

１
０
４
・
４
％
。

４
―
６
月
計
は
同
１
１
６
％
。

・
居
宅
支
援

６
月
は
前
年
比
８２
・
５
％
（
ス

タ
ッ
フ
１
人
減
の
た
め
利
用
者

を
他
の
事
業
所
に
移
動
）
。

４
―
６
月
計
は
同

１
０
７
・
４
％
。

・
訪
問
介
護

６
月
は
前
年
比
８4
・
９
％
（
終

了
者
、
入
院
者
が
あ
っ
た
）
。

４
―
６
月
計
は
同
96
・
９
％
。

・
通
院
介
護

６
月
は
前
年
比
１
４
６
％
。

４
―
６
月
計
は
同

１
６
３
・
４
％
。

・
生
活
支
援

６
月
は
前
年
比
１
５
４
・
３
％
。

４
―
６
月
計
は
同

１
１
１
・
６
％
。

▼
生
活
支
援
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ��

法
人
く
ら
し
コ
ー
プ
に
譲
渡

　

総
代
会
決
定
に
基
い
て
、
７

月
１
日
以
降
作
業
の
分
か
ら
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ
に

計
上
し
ま
す
。

▼
不
動
産
事
業
の
開
始

　

こ
れ
も
総
代
会
決
定
の
実
践
で

す
。
税
理
士
法
人
の
助
言
も
あ

り
、
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン

タ
ー
と
面
談
を
行
な
い
な
が
ら

計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。

（
本
誌
１５
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
用
に

軽
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入

夏
場
を
迎
え
、
老
朽
化
し

た
現
有
車
輌
が
不
具
合
を
き

た
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
供
給

不
足
で
納
車
見
通
し
も
立
た

な
い
中
、
形
式
は
古
い
新
車
が

比
較
的
安
価
で
即
時
納
品
で

き
る
案
件
が
あ
り
、
購
入
を
決

め
ま
し
た
。
中
期
的
に
は
有
利

な
条
件
に
な
り
ま
す
。

環
境
平
和
委
員
会

▶
南
相
馬
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

異
様
な
毎
日
、
エ
ア
コ
ン

が
フ
ル
稼
働
。
政
府
や
電
力

会
社
は
需
要
大
幅
増
だ
か
ら

原
発
再
稼
働
は
当
然
で
将
来

も
新
増
設
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
と
公
言
し
て
は
ば
か
り

ま
せ
ん
。
で
も
ロ
シ
ア
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
原
発
地
域
を
攻

撃
の
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

汚
染
水
も
薄
め
て
遠
く
に

流
せ
ば
大
丈
夫
と
の
安
易
な

方
法
で
解
決
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
危
険
な
核
に
し
が

み
つ
く
の
は
一
体
何
な
の
。

一
部
の
人
間
の
利
益
優
先
！

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

(

稲
葉
）

共
同
墓
管
理
運
営
委
員
会

▶
第
１
回
お
墓
委
員
会

７
月
１３
日
、
８
人
出
席

新
し
く
委
員
に
江
島
さ
ん
、

八
木
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
歓
迎
会
の
あ
と
、
今
年

度
の
方
針
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。 

（
青
木
）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 19,134 22,198 3,064

経費合計 19,088 21,113 2,025

事業剰余 46 1,085 1,039

経営剰余 300 1,459 1,159

第1四半期（4～6月）合計　(千円）

　御寄付
　ありがとうございました。　　　　　　　
　　　　　　7 月 7 日～ 8 月 10 日

井上ひろみ　奥村忠一　佐竹佐英子　瀧本正史

中山惠美子　中村則子　福村雅宏　福田光代　

水口武夫　水口妙子　村上ひろみ　守岡泰雄　

山下寿子　山元あき子　M　S.M　 匿名 4 人　

（アイウエオ順・敬称略）20 人様　総額１１万 4,000 円

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 6,919 7,230 311

経費合計 6,212 7,887 1,675

事業剰余 707 −657 −1,364

経営剰余 739 −577 −1,316

　　　　　　　　６月度経営状況　　　　　(千円）

1248人
19978口

人数 口数
加入 4人 14
増資 7人 25口
脱退 1人 3口
増減 3人 36口

組織状況（2022年7月末現在）

組合員総数
出資金残高

7月実績
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の
他
、
く
ら
し
コ
ー
プ
と
し

て
も
「
み
な
み
」
の
拠
点
と

し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。た

く
さ
ん
の
組
合
員
さ
ん

か
ら
物
心
両
面
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
無
事
オ
ー
プ
ン

で
き
ま
し
た
。
お
礼
申
上
げ

ま
す
と
と
も
に
報
告
申
上
げ

ま
す
。

家
族
を
連
れ
て
ア
ー
カ
ン

ソ
ー
州
の
高
原
に
移
住
し
て

来
た
韓
国
系
移
民
ジ
ェ
イ
コ

ブ
。
荒
れ
た
土
地
と
ボ
ロ
ボ

ロ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を

目
に
し
た
妻
モ
ニ
カ
は
不
安

を
抱
く
が
、
し
っ
か
り
者
の

長
女
ア
ン
と
心
臓
を
患
い
な

が
ら
も
好
奇
心
旺
盛
な
弟
デ

ビ
ッ
ド
は
、
新
天
地
に
希
望

を
見
い
だ
す
。
や
が
て
毒
舌

で
破
天
荒
な
祖
母
ス
ン
ジ
ャ

も
加
わ
り
、
一
家
に
思
わ
ぬ

事
態
が
降
り
か
か
り
…
…
。

サロン
サークル
だより

地域の
たより

読
書
サ
ー
ク
ル

◀
９
月
読
書
会

７
日

（
水
）
１
時
半
～

『
二
十
四

の
瞳
』
六
・
七
章 

映
画
サ
ー
ク
ル　

◀
９
月
例
会�

『ミ
ナ
リ
』

２
０
２
０
「
韓
国
」
１
１
５

分９
月
１１
日(

日)

①
１０
時
半
～　

②
１
時
半
～

③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

１
９
８
０
年
代
の
ア
メ
リ

カ
南
部
を
舞
台
に
、
移
民
一

家
が
理
不
尽
な
運
命
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
た
く
ま
し
く

生
き
る
姿
を
描
い
た
家
族
映

画
。
第
３６
回
サ
ン
ダ
ン
ス
映

画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
と
観
客

賞
を
受
賞
し
た
。

子
ど
も
食
堂

「
ま
ん
ぷ
く
」

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

▶
７
月
の
報
告

　

7
月
23
日
開
催
。
参
加
は
総　

　

勢
１
０
１
人
。

・
子
ど
も
33
（
保
育
園
児
13
、　

　

小
学
生
13
、
中
学
生
7
）
人
。

・
お
と
な
50
（
保
護
者
11
、
単　

　

独
39
）
人
。

・
激
励
2
人
。

・
ス
タ
ッ
フ
16
人
。

1
物
価
高
騰
、
年
金
引
き
下
げ

な
ど
の
影
響
か
大
人
単
独
、
高

齢
者
の
参
加
が
目
立
っ
て
き
て

い
ま
す
。

2
逆
に
、
小
学
生
の
参
加
が
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。
「
ま
た

カ
レ
ー
と
か
無
理
で
す
か
？
美

味
し
か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
」

等
、
子
ど
も
食
堂
再
開
へ
の
期

待
は
大
き
い
で
す
。

◀
９
月

【第
53
回
】

９
月
24
日(

土)

１５
～
１７
時

く
ら
し
コ
ー
プ
本
部
前

※
お
問
い
合
わ
せ
は
岩
井　

さ
ん
ま
で

(

０
９
０-

３
８
９
４-

２
７
９
９)

こ
と
ら
い
ふ
東
寺

盛
大
に
竣
工

高
齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー

プ
の
理
事
も
勤
め
る
増
田
さ

ん
夫
妻
が
自
宅
を
開
放
し
て

始
め
た
居
場
所
「
よ
っ
と
ー

く
り
ゃ
す
」
の
地
域
活
動
の

拠
点
、
こ
と
ら
い
ふ
東
寺
が
、

南
区
の
猪
熊
通
九
条
下
る
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

下
町
の
町
家
を
見
ち
が
え

る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

４
家
族
４
人
が
暮
ら
す
住
戸

＝
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
の
ほ

か
に
、
キ
ッ
チ
ン
も
あ
る
サ

ロ
ン
が
あ
り
、
居
場
所
「
よ
っ

と
ー
く
り
ゃ
す
」
の
諸
活
動

▼キッチンもあり、くらしコープとし
ても活用が期待されてる 1階サロン。

▲古都から続く猪熊通に面
して、趣のある「ことらい
ふ東寺」のたたずまい。
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阿部ひろ江　9月ライブ情報

・9月末のランチタイムに
東山三条のネパールレストランで
ライブします。
・投げ銭＋１オーダー
・日時ほかお問い合わせ：
０７５－４９３－２９８３

最
終
日
の
慰
霊
祭
を
歓
迎

す
る
よ
う
に
虹
も
出
ま
し

た
！
む
っ
ち
ゃ
心
楽
し
か
っ

た
！
音
楽
を
や
っ
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
ひ
と
と
き

や
っ
た
。

三
線
、
笛
に
始
ま
り
、
多

才
ジ
ャ
ス
ミ
ン
さ
ん
の
ハ
ン

ド
パ
ン
と
い
う
打
楽
器
や
、

場
を
浄
め
る
法
螺
貝
。

与
那
覇
け
い
こ
さ
ん
の

「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
の
花
」
は
、
さ

す
が
！
気
功
の
よ
う
に
優
雅

な
踊
り
。
も
ち
ろ
ん
与
那
覇

有
羽
さ
ん
の
唄
三
線
と
共
に

で
す
。
平
和
の
紙
芝
居
あ
り
、

焚
き
火
あ
り
。

カ
ナ
ダ
か
ら
里
帰
り

の
ち
え
さ
ん
た
ち
の
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
楽
器

デ
ィ
デ
ィ
リ
ド
ゥ
と
ウ

ク
レ
レ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
不
思
議
に
心
地
よ
く
、

即
興
で
踊
る
方
も
。
気

持
ち
良
く
て
わ
た
し
も
。

こ
の
方
は
、
わ
た
し
の
「
波
」

に
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て

下
さ
っ
た
の
だ
。

わ
た
し
の
「
ア
ジ
ア
ン
ピ
ー

プ
ル
」
に
ウ
ク
レ
レ
と
、
ジ
ャ

ス
ミ
ン
さ
ん
が
太
鼓
で
セ
ッ

シ
ョ
ン
し
て
下
さ
っ
て
乗
り

ま
し
た
。
「
日
本
の
自
由
」
に

は
陶
芸
家
の
山
口
さ
ん
が
笛

で
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

ラ
ス
ト
は
子
ど
も
た
ち
と

「
月
桃
の
花
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

ゆ
る
ゆ
る
と
気
持
ち
よ
く
暮

れ
て
行
く
夕
べ
で
し
た
。

♪

 

今
回
は
、
京
都
か
ら
１０
年

前
に
与
那
国
に
移
住
し
た
K

さ
ん
の
お
宅
に
友
人
と
共
に

泊
め
て
頂
い
た
。 

眼
下
に

海
を
見
下
ろ
し
、
ま
る
で
リ

ゾ
ー
ト
の
よ
う
に
夜
な
か
中

ず
っ
と
海
か
ら
の
気
持
ち
い

い
風
が
吹
き
、
ハ
ン
モ
ッ
ク

で
お
昼
寝
も
。
家
に
棲
ん
で

い
る
と
い
う
大
蛇
に
は
出
会

え
な
か
っ
た
け
ど
、
ヤ
モ
リ

さ
ん
た
ち
は
家
の
内
外
を
行

き
来
す
る
。
庭
を
鳥
た
ち
が

行
き
交
う
中
で
、
今
の
社
会

の
こ
と
な
ど
話
す
。  

二
日
目
の
夜
は
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
。
や
は
り
始

ま
っ
た
山
口
さ
ん
の
笛
と
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
。
わ
た
し
の
こ

と
は
「
怖
い(
泣)

お
ば
さ

ん
だ
け
ど
声
が
か
わ
い
い
」

と
言
っ
て
頂
く(

笑)
。
山
口

さ
ん
の
与
那
国
の
笛
と
唄
は

雰
囲
気
が
あ
る
。

 

き
ゃ
あ
！
で
き
る
こ
と
な

ら
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た

２０
㎝
は
あ
る
巨
大
蛾
の
ヨ
ナ

グ
ニ
サ
ン
が
迷
い
混
ん
で
来

て
、
夜
な
か
中
い
た
。
Ｋ
さ

ん
に
と
っ
て
も
２
年
ぶ
り
二

回
目
だ
と
か
。 

二
日
目
の
昼
は
、
与
那
国

で
初
め
て
の
平
和
展
を
見
る
。

学
校
に
帰
り
た
く
な
い
と

言
っ
て
い
た
妹
を
送
り
出
し

た
た
め
に
、
ひ
め
ゆ
り
部
隊

で
自
害
さ
せ
て
し
ま
っ
た
お

姉
さ
ん
の
和
歌
や
、
鹿
児
島

を
飛
び
立
っ
た
特
攻
隊
の
青

年
が
与
那
国
に
不
時
着
し
た

り
、
亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
。

翌
日
の
平
和
展
で
の
ラ
イ

ブ
で
は
、
ま
ず
自
己
紹
介
代

わ
り
に
「
ア
ジ
ア
ン
ピ
ー
プ

ル
」
。
後
で
、
西
成
の
こ
と

を
訊
か
れ
た
。
孫
の
こ
と
を

歌
っ
た
「K

a
n

o
n

」
に
も
感

情
が
こ
も
る
。

素
晴
ら
し
い
夕
焼
け
に

な
っ
て
来
た
の
で
、
タ
ス
マ

ニ
ア
在
住
の
友
人
、
も
ん
つ

が
作
っ
た
「
金
色
の
空　

紫

の
雲
」
。
ど
う
し
て
も
こ
こ
で

歌
い
た
か
っ
た
、A

k
ira

さ

ん
の
「
ぬ
ち
ど
う
宝
」（
命
こ

そ
宝
）
。
沖
縄
戦
で
無
残
に
亡

充実与那国

阿部ひろ江

く
な
ら
れ
た
方
々
の
魂
が
迫

り
ま
す
。
。

養
護
学
校
を
早
期
退
職
す

る
前
に
作
っ
た
「
ゆ
ら
り
ゆ

ら
ゆ
ら
」
そ
し
て
、
ラ
ス
ト

に
鎮
魂
の
た
め
に
「
波
」
ア

ン
コ
ー
ル
頂
い
て
「Y

e
s

」
。

♪

来
年
は
更
に
企
画
を
充
実

し
て
さ
れ
る
予
定
。 

わ
た
し

は
来
年
も
与
那
国
の
慰
霊
祭

と
、
平
和
展
に
歌
い
に
行
き

ま
す
。
皆
さ
ん
行
き
ま
せ
ん

か
？ 
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保険証が来たらチェックしましょう

健
康
保
険
証
交
換
の
季
節

が
来
ま
し
た
。

新
し
い
保
険
証
が
送
ら
れ

て
き
た
方
の
中
か
ら
、
「
予
期

し
な
い
保
険
証
が
届
い
た
。
」

と
い
う
声
が
出
て
い
ま
す
。

本
年
１０
月
１
日
か
ら
、
「
一

定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

（
７５
歳
以
上
の
方
等
）
の
医
療

費
の
窓
口
負
担
の
割
合
」
が

２
割
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
変
更
対
象
は
全
体
の
約

２０
％
で
す
。

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に

は
基
準
が
あ
り
、
負
担
を
抑

え
る
措
置
も
あ
り
ま
す
。
疑

問
が
あ
る
方
は
、
区
市
町
村

の
「
後
期
高
齢
者
負
担
窓
口
」

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

〈
厚
労
省
の
お
知
ら
せ
書
面　

か
ら
要
約
〉

厚
労
省
・

警
察
庁
・
消

費

者

庁

で

は
、

不

審

な

電

話

や

訪
問
が
あ
っ

た
時
は
警
察
署
や
警
察
相
談

専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
、

ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
１
８
８
）
に
問
合
わ
せ
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

窓口負担割合判定のフローチャート（厚生労働省等のリーフレットから）

9 月 27 日（火）
9 ： 00 ～

　　　　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！
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私
た
ち
は
高
齢
者
で
す
か

ら
、
あ
の
戦
争
の
体
験
者
で

す
か
ら
、
戦
争
の
愚
を
知
っ

て
い
ま
す
。
身
体
が
覚
え
て

い
ま
す
。

今
で
も
米
粒
ひ
と
粒
も
残

し
ま
せ
ん
。
残
り
の

ひ
と
粒
を
食
べ
る
ご

と
に
思
い
出
し
ま
す
。

あ
の
時
は
酷
か
っ
た

な
あ
…
と
。
食
べ
ら

れ
る
物
は
、
何
で
も

口
に
入
れ
ま
し
た
。

で
も
ト
カ
ゲ
や
ミ
ミ

ズ
に
ま
で
は
行
か
ず

に
済
み
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
20
年
８
月
15

日
。
そ
の
正
午
、
私
は
京
都

駅
に
居
ま
し
た
。
大
勢
の
人

が
直
立
し
て
居
ま
し
た
。
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
カ
ン
ダ
カ
イ

声
が
な
が
れ
て
い
ま
し
た
。

周
り
の
様
子
か
ら
「
玉
音
放

送
」
か
な
、
と
は
思
い
ま
し

た
が
、
コ
ト
バ
は
な
に
も
聞

き
取
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ど

う
せ
「
み
ん
な
が
ん
ば
れ
、

一
億
一
心
火
の
玉
だ
！
」
や

ろ
、
わ
か
っ
て
る
！　

と
自

分
で
合
点
し
て
、
汽
車
の

ホ
ー
ム
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。

休
暇
で
帰
っ
て
来

て
い
た
２
歳
年
上

の
近
所
の
兄
ち
ゃ

ん
の
、
軍
需
工
場

へ
戻
る
見
送
り
な

の
で
す
。
こ
れ
が

最
後
の
別
れ
や
ろ
、

と
思
い
な
が
ら
。

一

日

た

っ

て
、

あ
れ
が
敗
戦
の
通

知
や
っ
た
ん
か
と
理
解
し
ま

し
た
。「
こ
れ
で
も
う
死
な
ん

で
え
え
ん
や
！
」
っ
と
分
か

り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
辺
り

一
面
ハ
レ
バ
レ
と
し
て
明
か

る
か
っ
た
こ
と
。

戦
争
？　

二
度
と
す
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
荒
）

戦
争
の
準
備
は　

止
め
て
！　

廃
絶
に
し
て
！

清少納言
百四の段

新井理事長、ＡＥＲＡ誌上で
高齢者一人暮らし問題でコメント

「転ばぬ先の実家
サ ポ ー ト 」 が 特 集
された『ＡＥＲＡ』
8.15-22 合併号（発
刊＝朝日新聞出版）
で、新井康友理事長
はインタビューに応
え、親の一人暮らし
について、「食事が
取れているか確認す
ることはとても重要
です」など、専門家
としてコメントしま
した。

（左は同誌、11 ㌻から）

▲新井理事長のコメントが掲載

されたＡＥＲＡ 8.15-22 合併号。
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資源ごみとして分別収集になる前は、家庭ご

みの中に随分カンが入っていました。焼却した

後、鉄カンは大きな電磁石で回収していました

が、アルミカンは溶けて焼却炉の内壁にへばり

つき、燃焼効率が落ちるため、炉を止めて、こ

れをかき落としていた職員がその下敷になって

死亡する事故がありました。その頃、クリーン

センターの玄関には大きなアルミの塊が展示さ

れ、来訪者にカンの分別を呼びかけていたのを

思い出します。

ナベやフライパンなども「小型金属類」とし

て分別収集されるようになり、ごみ袋の中の金

属類はほんとうに少なくなりましたが、私はア

ルミ箔の使い捨てに少々抵抗を感じています。

金属材料はほぼ輸入ですから、万一これがス

トップすると将来、金属はすべてごみの埋立地

を掘り返して回収するしかない時代が来るよう

に思います。

　

れ
ん
げ
の
花
は
三
月
に
咲

き
始
め
、
ひ
と
月
も
し
な
い

で
枯
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て

土
の
上
で
眠
り
ま
す
。
お
百

姓
が
鍬
を
い
れ
て
土
を
耕
し
、

土
の
中
へ
眠
っ
た
れ
ん
げ
を

埋
め
込
み
ま
す
。
四
月
に
は

水
を
入
れ
五
月
に
は
イ
ネ
の

苗
を
水
田
に
移
し
替
え
て
田

植
で
す
。
埋
め
込
ま
れ
た
れ

ん
げ
の
花
は
姿
を
変
え
て
、

若
い
イ
ネ
た
ち
の
栄
養
に
な

る
の
で
す
。
こ
れ
が
水
田
の

秘
密
で
す
。
れ
ん
げ
の
命
は
、

イ
ネ
の
体
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
の
で
す
。
静
か
な
命
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

ぬ
っ
と
顔
を
出
し
た
の
は
、

先
に
中
国
か
ら
渡
っ
て
来
て
い

た
大
型
稲
。「
新
種
の
お
イ
ネ
？　

フ
ン
。
イ
ネ
の
本
家
は
中
国
長

江
。
へ
な
へ
な
の
新
米
な
ん
て

用
は
な
い
ト
ヨ
」
。

 
[

企
画
広
告]

8
　ココ掘れワンワン

ごみ調査が始まった 43 年前、京都市では観

光地に散乱する飲料空カンが問題になっていま

した。その解決のために「カン飲料の販売価格

に 10 円上乗せして、飲んだ後、空カンを返却

すれば、その 10 円を返却するデポジット方式

を」との環境団体の提案に、販売店側からは反

対の声が上がり、その理由の「返金の手間が負

担、空カンの保管場所がない」はともかく、「子

どもがこづかい稼ぎに空カンを拾い集めるのは

教育上問題」には笑ってしまいました。カンの

製造コストは 10 円以上では、「捨て去っている

ものにも価値がある」ことを、子どもが学ぶ機

会を失ったのはとても残念でした。

荒
木
昭
夫
の

雑
草
お
イ
ネ
の
里
帰
り

❻　
水
田
の
秘
密
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７
月
７
日
、
大
谷
大
学
社

会
学
部
平
尾
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん

に
よ
る
第
２
回
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
。

紫
式
部
本
年
３
月
号
で
特

集
し
た
「
若
者
か
ら
見
た
く

ら
し
コ
ー
プ
」
で
取
り
上
げ

た
同
大
学
「
地
域
福
祉
論
」

の
協
働
自
立
学
習
が
今
年
度

も
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
旧
年
度
の
学
習
が
、
高

齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー
プ
の

総
代
会
議
案
書
や
本
誌
紫
式

部
な
ど
の
言
わ
ば
文
献
に
基

く
学
習
・
研
究
だ
っ
た
の
に

対
し
、
今
回
は
ゼ
ミ
生
自
か

ら
が
、
本
部
事

務
所
に
足
を
運

ん
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
。こ

の

日

は
、

高
齢
者
生
協
く

ら
し
コ
ー
プ
前

理
事
で
、
現
在

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く

ら
し
コ
ー
プ
副

理
事
長
の
福
島

広
志
さ
ん
が
質

問
に
応
え
て
い

ま
し
た
。

　

大
谷
大
ゼ
ミ
生

本
部
を
訪
問
調
査

TOPIC

　
雨
の
日
の
喫
茶
店

�

吉
岡
英
二

雨
の
日
の
喫
茶
店

一
人
き
い
て
る
淡
谷
の
り
子

澄
ん
だ
歌
声
が

雨
音
を
消
し
て
ゆ
く

私
の
知
って
い
る

淡
谷
の
り
子
さ
ん
と
違
う

若
い
美
し
い
声
が

一
人
き
く
男
の
心
を
包
ん
で
ゆ
く

雨
の
日
の
喫
茶
店

淡
谷
の
り
子
の
歌
声
が

郷
愁
を
さ
そ
う

姉
と
暮
し
た
日
々

一
人
で

初
め
て
入
った
喫
茶
店

ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
だ
った

雨
の
日
の
喫
茶
店

一
人
き
い
て
る
淡
谷
の
り
子

読
者
文
芸

　

ざ
れ
歌

�

回
遊
魚

名
に
し
負
う

双
岡
の

一
ノ
丘

仁
和
の
寺
は

目
と
鼻
の
先

　
　
　

（
京
都
市
の
認

可

が

下

り
、

ホ
テ
ル
が
建
つ

と
、
こ
の
景
観

も
変
わ
っ
て
し

ま
う
の
か　

）

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

9 月 27 日（火）
9 ： 00 ～

　　　　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！
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絵手紙教室

　

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
③
番
で
す
。

①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
。

②
静
か
に
。

③
ひ
み
つ
。

　

◆
編
集
室
の
窓
◆

　

今
号
は
、
隔
月
連
載
の
井
上

吉
郎
さ
ん
「
無
言
有
音
」
の
回

で
す
が
、
お
申
し
出
を
い
た
だ

き
、
休
載
と
し
ま
す
。
入
退
院

の
お
う
わ
さ
は
耳
に
し
て
い
な

が
ら
、
〆
切
日
を
過
ぎ
て
も
編

集
へ
の
影
響
に
は
思
い
至
ら
な

い
ま
ま
で
し
た
。
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

法
事
が
ら
み
と
は
言
え
、
２

週
間
も
デ
ス
ク
を
空
け
た
た

め
、
編
集
作
業
の
タ
イ
ト
な
こ

と
。
「
あ
と
10
日
し
か
な
い
。
」

と
宿
題
に
追
わ
れ
た
苦
い
日
々

が
脳
裏
を
横
切
り
ま
す
。

　

ど
こ
が
立
秋
？
猛
暑
い
つ
ま

で
？
と
言
っ
て
る
う
ち
に
、
昨

夜
は
雷
雨
と
豪
雨
の
間
隙
を

縫
っ
て
三
年
ぶ
り
の
送
り
火
総

点
火
。
た
ま
た
ま
洛
北
の
旧
村

に
住
ん
で
い
る
お
か
げ
で
、
２

階
の
窓
を
開
け
る
と
、
燃
え
さ

か
る
「
法
」
が
飛
び
込
ん
で
来

ま
す
。
同
時
に
保
存
会
の
方
々

の
連
絡
す
る
声
が
聞
こ
え
、
ま

た
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
立
ち

回
る
姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　

伝
統
行
事
が
、
多
く
の
人
々

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
、
季
節
の
替
わ
り
目
の

夜
で
し
た
。 

（
赤
染
益
輝
）

発　行　　2022 年 9 月 1 日

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
　〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

　🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ info@k-coop.jp

  郵便振替　00910-2-234479

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

https://kyotoelder.coop/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

で
き
ま
し
た

〇
御
寄
付
あ
り
が
と　

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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